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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

妊
娠
中
は
一
般
的
に
虫
歯
や
歯
周
病

が
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

口
の
中
の
状
態
を
知
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
診
査
日
時

11
月
10
日
・
２
月
２
日

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
　
９
時
20
分
〜
）

●
対
象
者

市
内
在
住
の
妊
娠
中
の
方

●
場
所

白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
物

母
子
健
康
手
帳

※
健
診
終
了
後
、
妊
婦
相
談
も
行
い
ま

す
の
で
、
続
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
診
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課
　
0
２
２
―
１
３
６
２

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程
で

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
対
象

小
学
校
の
日
程
を
お
確
か
め
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
保

護
者
ま
た
は
保
護
者
の
代
理
の
方
の
付

き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
11
月
10
日（
水
）】
白
石
第
一
小
、
越

河
小
、
斎
川
小
、
大
平
小
、
大
鷹
沢
小

【
11
月
11
日（
木
）】
白
石
第
二
小
、
白

川
小
、
福
岡
小
（
分
校
含
む
）、
深
谷

小
（
分
校
含
む
）、
小
原
小

●
場
所

中
央
公
民
館

●
受
付
時
間

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

M
学
校
教
育
課
　
0
２
２
―
１
３
４
２

10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
法
務
大

臣
よ
り
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
川
島
　
　
克
さ
ん

（
郡
山
字
鍋
石
山
２
番
53
号
）

○
加
藤
　
淳
子
さ
ん

（
田
町
二
丁
目
５
番
７
―
８
号
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
た
え
ず
見
守

り
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
談

相
手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
は
一
切

秘
密
に
扱
わ
れ
ま
す
。

M
生
活
環
境
課
　
0
２
２
―
１
３
１
４

農
作
業
安
全
運
動
推
進
宮
城
県
本
部

で
は
、
11
月
30
日
ま
で
秋
季
農
作
業
安

全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
も
終
盤
を
迎
え
ま
す
が
、
機

械
の
操
作
な
ど
は
慎
重
に
行
い
、
次
の

事
項
を
心
掛
け
、
事
故
の
な
い
よ
う
に

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
農
作
業
安
全
日
常
励
行
実
践
事
項
】

①
き
ち
ん
と
し
た
服
装
を
す
る
。

②
ほ
場
の
出
入
り
、あ
ぜ
越
え
に
注
意
。

③
移
動
走
行
時
は
人
や
車
に
注
意
。

④
点
検
・
調
整
時
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
。

⑤
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解

す
る
。

M
農
林
課
　
0
２
２
―
１
２
５
３

●
価
格（
宮
城
県
内
宅
配
料
・
税
込
み
）

２
r
パ
ッ
ク
（
１
箱
６
本
入
り
）
＝

１
、
５
０
０
円
、
５
０
０
ml
パ
ッ
ク

（
１
箱
24
本
入
り
）
＝
２
、
８
０
０
円

商
品
は
申
し
込
み
順
に
お
届
け
し
ま

す
。
代
金
は
商
品
お
届
け
時
に
配
達
員

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
購
入
商
品
、
購
入

箱
数
、
銀
行
窓
口
で
の
代
金
納
入
を
希

望
す
る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入
し
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
―
８
５
７
０
（
住
所
不
要
）

宮
城
県
企
業
局
総
務
課
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０
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９

11
月
９
日（
火
）か
ら
15
日（
月
）ま
で

『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
草
木
が
枯

れ
始
め
、
空
気
が
乾
燥
し
火
事
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
気
温
も

下
が
り
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0
０
１
８
０
―
９
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２
―
１
２
３

※
消
火
訓
練
や
防
火
・
救
急
講
習
会
の

受
け
付
け
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

白
石
消
防
署
　
0
２
５
―
２
２
５
９

農
業
所
得
の
申
告
は
、
平
成
15
年
分

か
ら
原
則
「
収
支
計
算
」（
実
際
の
収

入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
き
、

所
得
を
算
出
す
る
）
に
よ
る
申
告
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
申
告
を
行
う
た
め

に
は
、
農
業
に
つ
い
て
の
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
記
帳
と
、
出
荷
伝
票

や
領
収
書
な
ど
の
保
存
が
必
要
で
す
。

来
年
の
申
告
も
円
滑
に
行
え
る
よ
う

に
、
早
め
に
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
成
15
年
分
を
「
簡
易
計
算
」

で
申
告
し
た
方
も
、
収
支
計
算
に
よ
る

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
平
成

15
年
分
を
収
支
計
算
で
申
告
し
た
方

は
、
簡
易
計
算
で
申
告
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
告
相
談
の
日
程
は
、
広
報
し
ろ
い

し
１
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

M
税
務
課
　
0
２
２
―
１
３
１
３

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す

農
業
所
得
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に

災
害
用
備
蓄
水
を

販
売
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

農
作
業

無
事
故
で
今
年
も
楽
し
い
我
が
家

●
日
時
①
11
月
19
日（
金
）９
時
〜
17
時

②
11
月
22
日（
月
）９
時
〜
17
時

●
場
所

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
（
大
河
原
町
新
青
川
）

●
募
集
人
員

各
回
先
着
20
名

●
受
講
対
象
者

仙
南
消
防
本
部
管
内

に
お
住
ま
い
か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

●
講
習
内
容

①
成
人
・
小
児
・
乳
児

な
ど
へ
の
心
肺
蘇
生
法
②
止
血
法
③
傷

病
者
管
理
法
④
外
傷
手
当
て
・
搬
送
法

●
受
講
料

無
料

●
申
し
込
み
期
間

11
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
石
消
防
署
　
0
２
５
―
２
２
５
９

上
級
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
、
計

量
法
に
基
づ
き
８
年
で
す
。

今
回
、
有
効
期
間
が
満
期
と
な
る
一

部
利
用
者
の
お
宅
に
、
水
道
事
業
所
で

委
託
し
た
業
者
が
、「
水
道
事
業
所
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
を
持
参
の
上
直
接
お

伺
い
し
、
無
料
で
交
換
作
業
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

M
水
道
事
業
所
　
0
２
５
―
５
５
２
２

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

水
道
メ
ー
タ
ー
を
無
料
交
換
し
ま
す

市
で
は
、
観
光
客
な
ど
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
国
道
１
１
３
号
沿
い
・
市

商
家
資
料
館
向
か
い
の「
城
北
駐
車
場
」

を
10
月
か
ら
無
料
化
し
ま
し
た
。

●
利
用
時
間

８
時
〜
20
時

※
駐
車
場
利
用
は
、
原
則
と
し
て
白
石

城
・
商
家
資
料
館
・
武
家
屋
敷
・
益
岡

公
園
な
ど
、
公
共
施
設
を
ご
利
用
の
方

に
限
り
ま
す
。

M
都
市
計
画
課
　
0
２
２
―
１
３
２
５

10
月
１
日
か
ら

城
北
駐
車
場
を
無
料
化
し
ま
し
た

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

平
成

17
年
度
小
学
校
就
学
予
定
児
童

就
学
時
健
康
診
断
に
つ
い
て

　は問い合わせ先です�

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の

時
期
が
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
普
通
の
風
邪
よ
り
も
症
状
が
激
し

く
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。

市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
希
望
す
る
方
に
対
し
て
次
の
と

お
り
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施
医
療
機

関
ま
た
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
流
行
に
間
に
合
う
よ
う
、
12
月
中

旬
ま
で
の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

・
満
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
時
ま
で
に

65
歳
に
な
っ
て
い
る
方
）

・
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

な
ど
の
障
害
を
有
す
る
方

●
実
施
期
間

11
月
１
日
〜
平
成
17
年
１
月
31
日

●
自
己
負
担

１
、
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
受
給
者
証
を
提

示
す
れ
ば
無
料
で
す
）

M
健
康
推
進
課
　
0
２
２
―
１
３
６
２

【
実
施
医
療
機
関
】（
市
内
）朝
倉
医
院
・

大
沼
医
院
・
加
藤
整
形
外
科
小
児
科
医

院
・
加
藤
小
児
科
医
院
・
公
立
刈
田
綜

合
病
院
・
こ
ま
つ
外
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
齋
藤
産
婦
人
科
医
院
・
白
石
今
野

病
院
・
柴
原
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
・
し
ろ

が
ね
産
科
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
た
か

は
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
堤
医
院
・
宮
城
医

院
・
耳
鼻
咽
喉
科
内
科
引
地
医
院
・
広

瀬
医
院
・
三
浦
胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
亘
理
内
科
胃
腸
科
医
院
・
仙
南
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
水
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
海
上
内
科
医
院
・
梅
津
内
科
医
院
・

引
地
泌
尿
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
塚

本
内
科
消
化
器
科
・
橋
本
整
形
外
科
・

や
ま
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
蔵
王
町
・
七
ヶ

宿
町
）
大
泉
記
念
病
院
・
内
方
医
院
・

佐
藤
医
院
・
武
田
医
院
・
さ
た
け
整
形

外
科
・
蔵
王
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
国
保

蔵
王
病
院
・
七
ヶ
宿
国
保
診
療
所

※
角
田
市
、大
河
原
町
、村
田
町
、柴
田
町
、

川
崎
町
、
丸
森
町
の
医
療
機
関
で
も
接
種

で
き
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
で
は
、
11
月
か
ら
平
成

17
年
３
月
末
ま
で
、
国
道
４
号
新
白
石

大
橋
架
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
白
石
川
緑
地
公
園
利
用
者

の
方
な
ど
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

M
国
土
交
通
省
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

岩
沼
国
道
維
持
出
張
所
　

0
０
２
２
３
―
２
２
―
０
２
４
７

■
11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

平
成
15
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

よ
る
と
、「
公
的
年
金
・
恩
給
」
が
高

齢
者
世
帯
の
総
所
得
の
約
７
割
を
占
め

て
い
て
、
受
給
世
帯
の
約
６
割
が
公
的

年
金
・
恩
給
の
み
の
所
得
に
な
っ
て
い

ま
す
。

年
金
制
度
は
国
民
の
生
活
設
計
に
組

み
込
ま
れ
、
生
活
の
安
定
の
た
め
に
は

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
方
に
共
通

の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て

老
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
。
遠
い
将
来
の
不
確
実
で
長
い
老

後
の
生
活
保
障
と
し
て
は
、
貯
蓄
や
家

族
に
よ
る
私
的
扶
養
の
み
で
は
ど
う
し

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
不

確
実
性
に
備
え
る
た
め
、
歴
史
の
生
み

出
し
た
英
知
と
し
て
、
社
会
全
体
の
世

代
間
扶
養
を
基
本
と
す
る
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

若
い
方
々
に
と
っ
て
も
、
将
来
の
所

得
の
確
保
を
自
分
だ
け
で
抱
え
る
必
要

が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
公
的
年
金
は

合
理
的
な
制
度
で
す
。

「
大
切
な
年
金
」
を
確
実
に
手
に
す

る
た
め
に
は
、
手
続
き
を
き
ち
ん
と
行

い
、
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。「
老
後
は
誰
に
で

も
訪
れ
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
を
認
識

さ
れ
、
年
金
制
度
の
意
義
と
役
割
を
正

し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

■
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
は

決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所

得
」
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
に
は
、
納
税
者
の
負
担
能
力
に

応
じ
た
課
税
を
行
う
た
め
に
各
種
控
除

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
老
齢
年
金
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
際
に
も
各
種
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
所
得
税
を
源
泉

徴
収
す
る
際
に
各
種
控
除
を
行
う
た

め
、
課
税
対
象
と
見
込
ま
れ
る
年
金
受

給
者
に
対
し
て「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
11
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
年
金
か
ら

所
得
税
が
多
く
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
く
だ

さ
い
。
な
お
、
次
の
方
は
課
税
対
象
外

で
す
の
で
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
65
歳
未
満
の
方

老
齢
年
金
の
額
が

１
０
８
万
円
未
満
で
あ
る
場
合

●
65
歳
以
上
の
方

老
齢
年
金
の
額
が

１
５
８
万
円
未
満
で
あ
る
場
合

ま
た
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
に
つ

い
て
も
非
課
税
の
た
め
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

〈
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所
〉
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